
共
通
の
価
値
観
や
責
任
あ
る
行
動
に
支
え
ら
れ
た

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
を

私
が
一
九
九
九
年
の
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
注
１
）
で
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ

ン
パ
ク
ト
」
を
提
唱
し
、
経
済
界
の
リ
ー
ダ
ー
に
人
権
、
労
働
、
環
境

の
分
野
で
の
普
遍
的
原
則
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
て

か
ら
、
も
う
五
年
が
経
っ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
を
提
唱
し
た
の
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
が
共

通
の
価
値
観
や
責
任
あ
る
行
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、世
界
経

済
は
脆
弱
と
な
り
、
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
の
懸
念
を
抱
い
た

か
ら
で
あ
る
。ち
な
み
に
、こ
の
提
唱
は
シ
ア
ト
ル
、そ
し
て
世
界
中
で

反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
デ
モ
が
起
き
る
以
前
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
理
由
か
ら
、
私
は
企
業
に
対
し
、
国
連
と
協
力
し
て
社
会
的
な

支
柱
を
構
築
、強
化
す
る
よ
う
求
め
た
の
で
あ
る
。私
は
経
済
界
の
方
々

に
、
啓
発
さ
れ
た
自
己
利
益
追
求
を
実
践
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
グ

ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
に
参
加
し
、
よ
り
安
定
的
で
包
括
的
な
市
場

の
実
現
に
貢
献
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
へ
の
参
加
企
業
は
現
在
、
日
本
を
含
め

て
、
七
〇
カ
国
で
一
二
〇
〇
社
以
上
に
お
よ
ん
で
い
る
。

日
本
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
が
広
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、

喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。
日
本
企
業
は
す
で
に
、
幅
広
い
産
業
お
よ
び

セ
ク
タ
ー
で
世
界
経
済
の
指
導
的
地
位
を
確
立
し
て
い
る
ば
か
り
で
な

く
、
企
業
市
民
活
動
の
分
野
で
も
ま
す
ま
す
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
つ
つ
あ
る
。

全
世
界
で
、
日
本
企
業
は
革
新
性
に
富
み
、
極
め
て
高
品
質
の
製
品

を
生
産
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
と
普
遍
的
価
値
へ
の

真
摯
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
が
結
び
つ
け
ば
、
日
本
企
業
は
い
わ
ゆ
る

「
責
任
あ
る
競
争
力
」
か
ら
、
さ
ら
に
大
き
な
利
益
を
得
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
は
日
本
企
業
が
そ
う
し
た
目
標
を
達
成

す
る
た
め
の
絶
好
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
の
使
命

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
の
基
本
的
な
使
命
は
、
私
が
五
年
前
に

提
唱
し
た
時
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。

�
各
国
政
府
に
よ
り
、
以
前
か
ら
認
識
は
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ

十
分
に
は
浸
透
し
て
い
な
い
普
遍
的
な
原
則（
人
権
、
労
働
基
準
、

環
境
の
各
分
野
）を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
倫

理
的
枠
組
み
を
構
築
す
る
こ
と

�
社
会
が
直
面
す
る
幅
広
い
課
題
を
解
決
す
る
上
で
の
、
企
業
の
役
割

を
示
す
こ
と

�
実
践
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ

ら
に
重
点
を
置
く
こ
と

�
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
ズ
と
ど
の
よ
う
に
協
力
で
き
る
か
を
学
ぶ
こ
と

で
あ
る
。

多
く
の
多
国
籍
企
業
を
抱
え
る
日
本
に
と
っ
て
、
安
定
的
で
包
括
的

な
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

二
〇
〇
一
年
一
月
、
日
本
企
業
と
し
て
は
初
め
て
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン

が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
に
加
わ
っ
た
。
今
日
、
日
本
の
参
加
企

業
は
一
四
社
に
ま
で
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
心
強
い
限
り
だ
が
、
さ
ら

に
増
え
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
思
う
。

多
く
の
日
本
企
業
、
企
業
団
体
の
参
加
を

私
は
、
す
べ
て
の
日
本
企
業
、
企
業
団
体
に
対
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・

コ
ン
パ
ク
ト
の
諸
原
則
へ
の
明
確
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
示
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
よ
う
呼

び
か
け
た
い
と
思
う
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
大
規
模
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・

コ
ン
パ
ク
ト
・
サ
ミ
ッ
ト
を
今
夏
に
控
え
、
私
は
さ
ら
に
多
く
の
日
本

企
業
が
参
加
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
に
は
コ
ン

パ
ク
ト
に
参
加
さ
れ
て
い
る
取
締
役
会
長
や
最
高
経
営
責
任
者（
Ｃ
Ｅ

Ｏ
）を
招
き
、
過
去
五
年
間
の
活
動
で
何
が
得
ら
れ
、
今
後
、
コ
ン
パ

ク
ト
を
ど
う
改
善
し
て
い
け
ば
良
い
か
を
議
論
す
る
。

日
本
企
業
の
多
く
は
す
で
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ（
Ｇ
Ｒ
Ｉ
）ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
に
と
っ
て
、
さ
ら
に
大
き
な
弾
み
と

な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
と
Ｇ
Ｒ
Ｉ
は
車
の
両

輪
の
役
割
を
果
た
す
か
ら
で
あ
る
。
コ
ン
パ
ク
ト
が
責
任
あ
る
企
業
市

民
の
た
め
の
価
値
観
に
基
づ
く
行
動
原
則
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
Ｇ
Ｒ
Ｉ

は
社
会
一
般
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
上
で
の
モ
デ
ル
を
提
供
し

て
い
る
。

日
本
企
業
や
そ
の
他
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
積
極
的
な
参
加
に
よ

り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
が
企
業
市
民
活
動
を
推
進
す
る
上
で

有
益
な
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、「
よ
り
持
続
可
能
な
、
か
つ
、
包

括
的
な
世
界
経
済
」
を
生
み
だ
す
手
助
け
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
恩
恵
が
世
界
の
貧
困
層
を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る

人
々
に
行
き
わ
た
る
も
の
と
私
は
信
じ
て
い
る
。

最
後
に
、
二
〇
〇
三
年
に
創
設
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
注
２
）
に
つ
い
て
一
言
、
述
べ
た
い
。
こ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
私
た
ち
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ

る
上
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
経
済
界
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、
日
本
の
企
業

と
海
外
の
企
業
、
お
よ
び
そ
の
他
の
企
業
責
任
の
推
進
団
体
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
す
る
も
の
で
あ
る
。

参
加
企
業
の
経
験
を
共
有
し
な
が
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
の
諸
原
則
を
日
本
の
企
業
社
会
独
特
の
価
値
体
系

や
風
土
に
適
切
な
形
で
普
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

（
二
〇
〇
四
年
二
月
二
十
三
日

経
団
連
会
館
に
て
）

（
日
本
経
団
連
国
際
経
済
本
部
）

ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長
に

「
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・コ
ン
パ
ク
ト
」に

つ
い
て
き
く

（注１）世界各国の約１，０００社による会員制組織。利害関係者や政府機関との連携と対
話により、企業活動のグローバル化に伴う諸課題の解決に向けた提言などを行う。

（注２）グローバル・コンパクトの日本国内における普及・推進活動をより活発に行うことを目的
に、経済団体やCSR関係組織との交流を推進し、合同勉強会、説明会開催などの活動を行う。

企業はCSR（企業の社会的責任）にどう取り組むべきか特集
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